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４ 第１問 Ｂパート※ 平成２３年第２１問（改） 

４－１ 別紙答案用紙を用意して、下記手順に沿って解答しなさい 

【手順１】 読む 合格タイム 13 分 00 秒 

【手順２】 書く 合格タイム 7 分 30 秒 

【手順３】 計算 合格タイム 15 分 00 秒 

【手順４】 作図 合格タイム 12 分 00 秒 
 

全

体

の

工

程 

読む ① 問題文を読み、必要な箇所にマーカーペンで線を引いたり、記号を書き込んだりしなさい。 

② 「誰から」、「何について」、「何を」依頼されたかを、正確に把握しなさい。 

③ 土地の物理的現況（所在、地目、地積）及び現状の権利関係を正確に把握しなさい。 

書く   申請情報、記述問題、図面用紙の各欄などのうち、問題文を読み終えた時点で解答可能な文字情報を

答案用紙の該当欄に記載しなさい。 

計算 ① 求積解法のイメージ通りに、計算点の座標値を計算し、答案用紙に計算点の座標値を記載しなさい。 

② 設問の指定の方法により求積すべき土地の面積を計算し、答案用紙に面積を記載しなさい。 

③ 可能なら、筆界点間の距離を計算して調査素図等に書き込みなさい。 

※ 計算の合格タイムは、基本計算モード、複素数計算モード及び統計計算モードを適切に用いた場合の

時間を記載した。 

作図   添付図面を完成させなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 「Ｂパート」は、本日のメインとなる記述問題です。講義時間中に実際に解いていただ

きます。 
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第 １ 問 土地家屋調査士中村容子が、Ａ市Ｂ町五丁目 50 番地 1 に主たる事務所を有する

宗教法人雨堤天満宮の代表役員荒牧英雄から、Ａ市Ｂ町五丁目に所在する無番地の

土地（下記〔調査図素図〕のＣ、Ｄ、Ｈ、Ｊ、Ｋ、Ｉ、Ｃの各点を直線で結んだ線

で囲まれた土地。以下「本件土地」という。）の登記に関する相談を受け、【土地家

屋調査士中村容子の聴取記録の概要】のとおり事情を聴取し、必要な表示に関する

登記の申請手続等の代理について依頼を受け、【土地家屋調査士中村容子による調

査及び測量の結果の概要】のとおり必要な調査及び測量を行った。 

 以上に基づき、次の問１から問４までに答えなさい。 

 

〔調査図素図〕 

   

 

（注）１ 〔調査図素図〕中、ＡからＭまでの各点は、境界標の位置を示す。Ｔ

１からＴ３までは、Ａ市基準点を示す。 

２ Ａ点とＢ点を結ぶ直線とＥ点とＭ点を結ぶ直線は、平行である。 

３ Ｃ点及びＤ点は、Ｅ点とＭ点を結ぶ直線上の点であり、Ｊ点及びＫ点

は、Ｇ点とＬ点を結ぶ直線上の点である。 
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４－２ 読むマーカーペンによる線や記号の記載例 

第 １ 問 土地家屋調査士中村容子が、Ａ市Ｂ町五丁目 50 番地 1 に主たる事務所を有する

宗教法人雨堤天満宮の代表役員荒牧英雄から、Ａ市Ｂ町五丁目に所在する無番地の

土地（下記〔調査図素図〕のＣ、Ｄ、Ｈ、Ｊ、Ｋ、Ｉ、Ｃの各点を直線で結んだ線

で囲まれた土地。以下「本件土地」という。）の登記に関する相談を受け、【土地家

屋調査士中村容子の聴取記録の概要】のとおり事情を聴取し、必要な表示に関する

登記の申請手続等の代理について依頼を受け、【土地家屋調査士中村容子による調

査及び測量の結果の概要】のとおり必要な調査及び測量を行った。 

 以上に基づき、次の問１から問４までに答えなさい。 

 

〔調査図素図〕 

   

 

（注）１ 〔調査図素図〕中、ＡからＭまでの各点は、境界標の位置を示す。Ｔ

１からＴ３までは、Ａ市基準点を示す。 

２ Ａ点とＢ点を結ぶ直線とＥ点とＭ点を結ぶ直線は、平行である。 

３ Ｃ点及びＤ点は、Ｅ点とＭ点を結ぶ直線上の点であり、Ｊ点及びＫ点

は、Ｇ点とＬ点を結ぶ直線上の点である。 

調査士を括弧でくくり、氏名の前に斜線をマーク。 

法人 

留意点 

物理的現況 

所在 

“誰から何について何を”に
太線。ただし、詳細は聴取記
録の概要も読む必要がある。 

直線上 

ひげ線のために、余裕があれば、
Ｂを求めておく。 

作図対象の境界標の 

種類をメモしておく 

計算点には求積解法の 

略称をメモしておく 

既知点にはレレ印 

レレ 

レレ 
レレ 

レレ 

レレ 

レレ 

レレ 
レレ 

レレ 
放射 

直線上 

○コ  

○コ  

○コ  
○コ  

○金  
○金  

レレ 
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４－３ 読む【論点をたしかめよう】 

１ 本問の概要 

（1）原作の本試験問題との違い 

原作の平成 23 年第 21 問の特徴は、以下のとおりである。 

・ 時間が足りない、分量過剰型の問題であった。 

・ 問題文は、見取図→調査結果→測量結果→問、という古い構成。 

・ 記述問題は、民法第 162 条第 1 項の取得時効の要件となる具体的事実を、問題

文から拾って書かせる形式であり、民法の正確な理解のみならず、具体的事実を拾

い出すための時間を要する。 

・ 計算点はＡ、Ｂ、Ｃ、Ｈ、Ｋ及びＭの６点と多いうえに、Ｃ点の座標値を求める

ことが難しい。 

・ 申請情報に関する論点は、土地表題登記１件のみ。 

・ 土地所在図（縮尺 500 分の 1）と地積測量図（縮尺 250 分の 1）を別個に作成し

なければならない。 

これを、本講座では、現代的な解釈のもと、以下のように改変している。 

・ 解答時間が適正になるように配慮。 

・ 問題文は、〔調査図素図〕→問→聴取記録の概要→調査及び測量の結果の概要、

という現代的な構成に。 

・ 民法第 162 条第 1 項の取得時効の要件については、設問中に表現するのみに。 

・ 計算点は、Ｃ及びＫの 2 点に減らした。求積解法も簡単なものに変更（なお、

Ｂの座標値は、ひげ線のために、余裕があれば求めておく。）。 

・ 土地所在図兼地積測量図（縮尺 500 分の 1）を作成すれば足りる内容に。 

・ 土地の合併制限に関する○付け問題を追加。 

・ 実務では、財務事務所との折衝も土地家屋調査士が依頼されることが多いが、そ

の点については割愛した。 

講義では、改変した本問について説明する。 

 

２ 問１関係 ～Ｃ及びＫの各点の座標値～ 

P60～を参照のこと。 

 

３ 問２関係 ～登記申請書～ 

（1）申請すべき登記 

新たに生じた土地又は表題登記がない土地の所有権を取得した者は、その①      

   から一月以内に、表題登記を申請しなければならない（36）。土地表題登記は、新

たに土地が生じたこと、又は、従来から土地が存在していたが登記されていなかったこと

に対応してなされる②     である。共有不動産についての②     の申請は共

有物の③    （民 252Ⅴ）に該当するので、共有者の一人から申請することができる。 

本問では、表題登記がない本件土地の所有権を取得した宗教法人雨堤天満宮は、その所

有権の取得の日から一月以内に表題登記を申請しなければならない。 
 
答：①所有権の取得の日、②報告的登記、③保存行為 

 



LEC 東京リーガルマインド            土地家屋調査士   スーパー特訓講座 記述・土地 第１分冊 

60                              複製・頒布を禁じます。 

４－５ 計算【計算をたしかめよう】 

１ Ｃの座標値 

求積解法のイメージ      【Ⅱ－１－① 方向角が未知の場合：直線上の点】 

 Ｍ＋（ＭＣの距離）∠（Ｍ→Ｃの方向角）→Ｃ 

 

 

       

10
.1
9m

（309.67，

（326.52，
315.34）

298.79）

Ｅ

Ｃ

Ｍ

44°29′07.37″

 

Ｃは、Ｍからの距離＝10.19ｍである直線ＭＥ上の点。 

ただし、Ｍ（309.67、298.79）、Ｅ（326.52、315.34） 

    ＭＣの距離＝10.19ｍ 

    Ｍ→Ｃの方向角＝Ｍ→Ｅの方向角＝44°29′07.37″ 

 

求積解法のイメージに沿った計算式 

・ Ｃ（ＸＣ、ＹＣ）の座標値を求める。 

ＸＣ ＝ＸＭ＋（ＭＣの距離）×cos（Ｍ→Ｃの方向角） 

 ＝309.67＋10.19×cos（44°29′07.37″） 

 ≒316.94 

ＹＣ ＝ＹＭ＋（ＭＣの距離）×sin（Ｍ→Ｃの方向角） 

 ＝298.79＋10.19×sin（44°29′07.37″） 

 ≒305.93 

∴Ｃ（316.94ｍ、305.93ｍ） 

 

既知 

 

既知 

 

未知 
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【手順３】 各点をプロットする。 

① 各点のプロット 

座標目盛に従い、鉛筆で筆界点及び基本三角点の各点について、用紙に"⊥"マーク

と符号をプロットする。 

② スケールチェック 

座標値について各点ごとにスケールチェックをする。 

スライド定規を各点に合わせて、Ｘ座標及びＹ座標を確認する。 

筆界点間の辺長が明らかな点については、定規を当てて、〔調査図素図〕に記載し

た各辺長と一致しているかどうか、スケールチェックをする。 

 

     

（略） 

① 

固定定規 

スライド定規 

各点には、"⊥"マークと符号を記載
しておく。 

注目! 

鉛筆 


